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the ship-wrecked, Japanese-Dutch interpreters in Nagasaki,  
MORIYAMA Einosuke, John Manjiro
Abstract
 Japan was repeatedly exposed to impacts from the West which resulted in opening 
the country to the world at the end of the Edo period. This paper explores how Japan 
responded to them linguistically within the framework of the book The Far East: A 
History of Western Impacts and Eastern Responses, 1830-1975 by Clyde and Beers (1975). 
First, the history of impacts from Russia, England, and America is briefly reviewed. 
Second, three groups of Japanese people who played important roles in modernizing 
Japan are introduced: (1) the scholars of Western sciences and interpreters who studied 
Dutch, (2) the ship-wrecked sailors who were luckily rescued by American ships and had 
a chance to learn the English language and western technology, and (3) the scholars 
and feudal lords who interviewed the ship-wreck returnees and publicized their 
collected stories or adopted the advanced western industrial technology. Third, the 
history of English language studies from 1808 and on is explored, reviewing the two 
important English-Japanese dictionaries and one English textbook which were published 
in 1811, in 1814, and in 1859 respectively. In relation to those books two key persons 
are studied: MORIYAMA Einosuke, an excellent Dutch interpreter and enthusiastic 
student of English of Ranald Macdonald, and John Manjiro, a ship-wreck returnee who 































































エカテリーナ 2 世に拝謁し帰国を要望し、許可されて、1792 年にラクスマンとともに根室に帰国
しているが、黒太夫と共に遭難した新蔵はロシアに日本語の教師として残っている。1793 年には
仙台藩石巻の若宮丸が遭難し、アリューシャン列島に漂着し、ロシア人に保護され、1804 年にレ






























するシステムを作り上げた。その結果 1800 年代中期から 1900 年代初頭にかけて世界の工場と言
われる程の大量の工業製品を生産し、圧倒的な海軍力を背景に世界各地に植民地を持ち、覇権を
確立するに至った。このイギリスの支配は 1700 年代においてインド、1800 年代には東南アジア、
そして東アジアに及ぶことになる。1757 年にプラッシーの戦いでインドの太守に対し勝利し、
1824 年にはシンガポールを植民地とし、1840 年には清国に対してアヘン戦争を起こし、1842 年
には香港を割譲させることに成功している。これを機会にイギリスは対中国貿易を拡大するとと
もに、日本近海で盛んに捕鯨漁を行うようになる。日本が幕末期にイギリスと直接接触するのは
































































































































津 田夫（仙台の人、1793 年若宮丸で江戸に向かう途中遭難、6 ヶ月漂流しアリューシャン列















経て 1843 年に択捉に帰還、1847 年に加賀にもどる）
初 太郎、 善助（摂津の人、 1841 年犬吠崎沖で遭難、 スペイン船に救助され、 カルフォルニ
ア、マカオを経て、1843 年長崎に帰還）




















































遠 藤高璟（ 1850 年、金沢藩の藩主の命で次郎吉の話を基に『時規物語』を編集している）
河 田小龍（ 1852 年、万次郎からの話を基に『漂巽紀畧』を著す）
鍋 島直正（フェートン事件を契機に、近代工業をおこし、反射炉、アームストロング砲など
を製造する）
島 津斉彬（ 1851 年、 万次郎を聴取、 集成館事業を開始、 日本初の国産西洋帆船、 同蒸気船
を建造、薩摩切子の制作をする）
4 ．フェートン号事件
















き彫りにしている。第 1 の問題点は国防である。フェートン号の兵装は大砲 38 門、 カロネード


















ている。同じく同年、 幕府は時の長崎奉行曲淵和泉守に英語の通詞の養成を指示し、 翌 1809 年
には本木庄左衛門以下 14 名のオランダ通詞がオランダ商館次席のボロムホフから英語の学習を
開始している。1810 年には吉雄権之助が『諳厄利亜語和解』の第 1 冊を完成、1811 年には猪股













第 3 巻　単語集（ 419 語を集録）
How   is       the  weather?
ホウ　イス　デ　ウエードル




It  is  very  　  good  weather.
        ウエリ　グード
It  is  fine  　   weather.
        ファイン
It  does’nt［原文のまま］ blow    at        all.
   ドラースンド　　　　 ブロウ  アット ヲール
It is quite            calm.
      クウエイト　カーム
The sun        shines.
デ　シュン　セインス
　片仮名による発音表記の中で、オランダ語の影響を受けた部分も散見できる。オランダ語では
［Ө］と［ ð ］の音がない。英語の［Ө］は t 音に、［ ð ］は d 音になることが多いが、上記の例の
weather の th 音が「ウエードル」と d 音になっているのもその影響であろう。定冠詞の the が
「デ」と表記されているのも同じ理由からである。後述する中浜の著した『英米対話捷径』だけ
は、子音の前の the に「デ」ではなく、「スイ / ズイ / ツイ」の 3 種類の発音表記を用いている。
Weather も「ワザ」とオランダ語の影響とは無関係の発音表記である。オランダ語の母音［ u ］
は［ʏ］で発音されるため、「ユ」のように聞こえる。Sun が「シュン」と表記されているのもそ
のためである。Very が「ゥエリ」と表記されているが、very の v 音を「ウ」で表記するのは、後
述する『諳厄利亜興学小筌』、『諳厄利亜語林大成』、『英米対話捷径』でも同様である。V 音の発
音の表記はいずれの書も有声摩擦音の［ v ］を、 無声摩擦音の h 音を含む片仮名で表記している
点が共通している。以上の点を表 1 にまとめて、表示しておく。
表 1
和解 小筌 大成 捷径
weather ゥエードル ゥエッドル ゥエッドル ワザ
the デ デ デ スイ / ズイ / ツイ
v 音 ゥヒ ゥヒ フヘー フ ヘー
























日常会話のフレーズ 572 例、学術会話 1,431 例からなっている。
　本木庄左衛門（正栄）は『諳厄利亜興学小筌』を編集するにあたっての苦労を以下のように「凡



























（ 1 ）　オランダ語では短母音の u は［ʏ］（ユ）と発音される。  
bull ビュル、butcher ビュッチョル、cup キュップ、cut クット、dust デュスト、
fur ヒュル、lungs リュングス、sun シュン
（ 2 ）　オランダ語では語尾の d は無声化され、［ t ］と発音される。
bed ベット、created「開闢」ケレテット、England「諳厄利亜」エンキレント、
friend フレント、hand ヘント、hard ハルト、head ヘート、red レット、wind ゥイント、
wood ウート、
（ 3 ）　オランダ語では n の前の k が発音される。
knees キニース
（ 4 ）　オランダ語では v を［ f ］と発音する。
cave ケーフ、devil デフル、fever ヘーフル、grave グレーフ、silver シルフル、
traveller テレフレル、veal ヘール、 veil ヘール、vinegar ヒネゲル 
（ 5 ）　オランダ語では j を［ y ］と発音する
January ヤニュウエリ
（ 6 ）　オランダ語には英語の黙字に相当するものがないので英語の黙字の b を発音する。








（ 7 ）　r 音の強調
army アルミ、the first デ　ヒルスト、garden ゲルデン、her ヘル、water ウァトル
（ 8 ）　語尾の k 音
cheek チッキ、drink ディリンキ、flake フレッキ、milk ミルキ、snake スネーキ、
stick シティッキ
　日本語に入った外来語の音訳は入った時代によって変わってくる。その代表的な例が下記の語
の語末の k の発音である。『日本国語大辞典』（第 2 版）によればいずれの語の場合も前者のほう





air ヱール、fire ハイル、hair ヘール、have ヘヒ、lion ライン、paper ペプル ､
river レウル、starts ステルス、supper シュップル、the third デ　チルト、
man of war「軍艦」メン　オフ　ワル、world ウヲルルト
（ 10 ）　オランダ語の影響を受けているというものの、かなり工夫されている発音表記も多くみら
れる。
sweet スゥイート、web ゥヱブ、win ウイン、wheel ウイール、well ウヱル、
ship-wrack［原文のまま］シップ　ウレッキ「破舩 」、
tool ト○ール、twig ト○ゥヱイキ、two ト○ウ、










ある。オランダ語では前述したように［Ө］音がないので通常 t 音を用いるが、 そうなると







i         wish      you     a     good    day.
アイ　ウィス　ユー　エ　グート　デイ
i         very       humbly        Thank       you.
アイ　ウェリ　フユムブリ　チエンキ　ユー
have   you    been      long     here?
ヘヒ　ユー　ビーン　ロンク　ヘール
about        an      hour.
アボウト　エン　ヲウル














　品詞論に関しての記述は 12 ページに及び、15 ページある「凡例」の大半を占めている。英語
の品詞を静詞、代名詞、動詞、動静詞、形動詞、連続詞、所在詞、嘆息詞、の 8 品詞に分け、動










て、井田好治（ 1982b, pp.77-78 ）は以下のような私見を述べている。
これは中世以来のラテン文法の品詞分類法と同一で『大成』の順にラテン語をあてれば
　nomen, pronomen, verbum, adverbium, participium, coniunctio, praepositio, interiectio
となる。
　これは一六四〇年のベン・ジョンソンの英文典（ Ben Jonson: English Grammar ）の品詞
分類、すなわち
　In our English speech, we number the same parts with the Latines. 
　Noun.  Pronoune. Verbe.  Participle.







（ 1 ）　オランダ語では短母音の u は［ʏ］（ユ）と発音される。
bud ビュット、butter ヒュットル、cup キュップ、cut クット、drum デュリュム、
full ヒュル、fur ヒュル、hunger ヒュンゲル、nut ニュット、to pull ト　ヒュール、
pulse ピュルス、to rub ト　リュップ、summer シュムメル、sun シュン、
to turn　ト　テュルン、under ユンドル、us ユス
ただし、このオランダ語のユという発音が幸いした例も見受けられる。
mute ミュート、pure ピュール、student ステュデント、unicorn ユニコルン、
uniform ユニホルム
（ 2 ）　オランダ語では語尾の d は無声化され、［ t ］と発音される。
card カルト（ caart［ ka:rt ］）、gold ゴールト、good グート（ goed［ gu:t ］）、
lad ラット、sad セット、wood ウート、world ウヲルルト
上記のカルトという発音から、日本語には以下の 3 種類を含め 4 種類の異なった発音が語源
を同じくするヨーロッパ言語から入っていることになる。
カルタ（ポルトガル語の carta ）、カルテ（ドイツ語の Karte ）、カード（英語の card ）
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（ 3 ）　オランダ語では n の前の k が発音される。
knee キニー（ knie ）、To knit ト　キニット、knot コノット（ knoop ）




（ 4 ）　オランダ語では v を［ f ］と発音する。
arrived アルレイフ、even ヱヘン、evening ヱーヘニング、five　ハイフ、
over　オフル、to be vacant ト　ビ　ハカント、vain ヘイン、
to value ト　ヘリュ、to view ト　ウィーウ、village ヒレージ、voice ホイス、
silver シルフル
（ 5 ）　オランダ語では j を［ y ］と発音する
January ヤニュウェリ、jaundice ヨンジー（「黄疸」）
（ 6 ）　オランダ語は ee が［ e ’］（エー）という長母音を表す
beer「麦酒」 ベール（ bier［ bi:r ］「ビール」、 beer「熊」）、deer「鹿」　デール（ hert ）、
sleeve　スレーフ
（ 7 ）　r 音の強調
chamber チャンブル、corn コルン、daughter ダウトル、dollar ドラル、flower フロウル、
for ホル、 gender ゲンドル、 her ヘル、 herb ヘルブ、 nor ノル、 power ポウル、 sir シル、
storm ストルム、war ワル、water ウェトル
（ 8 ）　黙示の b を発音する
bomb ボンブ、debt デブト、womb ウヲムブ、　
（ 9 ）　語尾の k 音
flake フレッキ、neck　ネッキ
（ 10 ）　英語の原音とかけ離れた発音表記
air エール、to bow ト　ホウ、box ボス、care ケル、church　チュルツ、
ear ヱール、far ヘル、fir ヘイル、fire ハイル、hair ヘール、here ヘール、









to educate ト　ヱデュケート、pension ペンション、three /tree ティリー、
she スシー、
that　ダット、this　ディス
watch ワッチ、to watch ト　ウェッチュ　watching ワッチン、within　ウィヂン（『小筌』）
ウィディン（『大成』）
　最初の 4 例はかなり工夫された発音表記であり、特に最初の 2 例は現在も使われている事
例である。次の th で始まる語彙はどれも d 音で代用されているが、 これらも片仮名表記を
原音に近づけようとする工夫の跡がみられる事例である。Watch の発音表記は、単独での発






















































































　たとえば、 彼らは l の文字を発音できない。できたとしてもきわめて不完全だ。彼ら
は l を r と発音する。そこで彼らは私の名前のなかの l を r の強い喉音で読んでラナ r ド・
マクドナ r ドにしてしまった。彼らはまた、子音のあとの末尾に、i（短音のイ）あるい
は o（オ）を加える習慣があった。母音に関しては、なんの困難もなかった。母音はす
べて、豊かな朗々と響く音であり、末尾の e（ oe ）まで完全発音される。
ここでも英語の発音の習得が困難であったことが理解できる。オランダ語にも［ l ］と［ r ］の発
148
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性が鋭敏であった。彼らに教えるのは楽しみだった。（ p. 149 ）
　彼らは驚くほど英語が上達した。その理由は、彼らがこの課業にまじめに取組んだこ
と、また彼らのもの分かりのよさや学識の広さは、なみなみならぬものがあり、あるも












堀辰之助、 西周、 千村五郎、 竹原勇四郎、 箕作麟祥らに命じて編集させた『英和対訳袖珍辞書』
がある。この辞書は、953 ページからなる日本初の本格的な英和辞典で、H. Picard が編集した『 A 


































　中浜は 1853 年ごろに『亞墨利加詞』を著している。以下に『資料英学史 1 上英学ことはじめ』
に収録されている『亞墨利加詞』を基に、中浜の英語の特徴を分析しておく。
（ 1 ）　語尾の［ t ］と［ d ］の消失








山を見たときであり、 その時叫ぶ英語が “ Land! ” である。中浜の頭の中では「山」が「陸」
なのである。
（ 2 ）　［ɹ］で［ d ］を代用
善 グリ、木 ウウリ、夜半 メルナイ
（ 3 ）　［ f ］を［ s ］で代用
包丁 ナイス、遠 サア、火 サヤ、妻 ウワヱス、喧嘩 ザイト、父 サバ、百姓 サアム
（ 4 ）　語尾の［ k ］を「キ」と発音




（ 5 ）　l 音や母音の長短表記の工夫







い。「悪 バヱヅ」「犬 ドウギヨ」の発音表記も、有声子音の d、g の前の母音はかなり長めに
発音されるのであるが、その長さを忠実に表そうとしていること感じさせる発音表記である。
（ 6 ）　その他
空 アップ、水 ワタ、夏 シヤマ、秋 ヲトム、紙 ペパ、舌 タン、孫 グランチルレン、
空腹 ハンギレ、髪 ハヤ、天　ヘブン、日 シャン、酒 ランム、詞 ラングイチ、琴　ピアネ
日本 ヂャッパン、亜墨利加 メリケ、唐土 チャイニ、暎吉利 インギラン、天竺 インデア、
魯西亜 ルシア、
　中浜の英語は即物的で状況依存的であるが、その好例が「空 アップ」である。
“ Look at the sky. ” というのはある種観念的な表現であり、 その場で言うのは “ Look up. ” な
のであろう。オランダ通詞たちが編集した辞書はすべてオランダ語の発音の影響を受けてい












　中浜が 1859 年に咸臨丸で渡米するに際し、 乗組員のために書いた会話書で、 当時ベストセラ
ーとなったものである。
A    B     C     of      the     letter
ヱ　ベ　セ　ヲフ　ズイ　ラタァ
Q                 How   many  letters   are     there
コシチャン　ハヲ　メニ　ラタシ　アー　ザヤ
A              There  are     twenty-six               in       English
アンシャ　ザヤ　アー　ツーエンテ セキス　イン　エンゲレス
　定冠詞の the はオランダ通詞が編集した辞書はすべて「デ」という発音表記であるが中浜
はここでは「ズイ」と表記している。Question を Q と、Answer を A と表現するのもいかに
も口語的である。その発音も「コシチャン」と「アンシャ」であるが、『諳厄利亜語林大成』




They  are      A        B       C        D        E       F       G       H         I       J 
ゼイ　アー　ヱー　ビー　シー　リー　イー   ヱフ  ヂー  ヱイチ  アイ  ゼイ 
K        L        M       N       O        P        Q       R       S         T       U        V 
ケー　ヱル　ヱム　ヱン　ノー　ピー　キウ　アー　ヱシ　チー　ユー　フヘー 
W              X          Y        Z
ダブリヨ　ヱキシ　ワイ　ジー
　アルファベットの発音表記で特筆すべきは D、O、R、Z の読み方である。アメリカ英語で
は、 母音と母音に挟まれた t と d は neutralize されて［ɹ］のように発音されることが口語
では多いが、中浜の「 D リー」はそれをよく表現している。O の「ノー」という表記は、O
が直前の N と同化した結果であるが、これは連続して発音することで起こる現象である。こ
のようなことからも、中浜はアルファベットの 26 文字を個々の文字の集合体としてよりは、






How   do      you     do     Sir?
ハヲ　ヅー　ユー　ヅー　シャァー　　
I         wish      you    better.
アイ　ウイシ　ユー　ベタ






Can       you     say     your      lesson    without           book?
キャン　ユー　セイ　ユーア　レシン　ウエサアヲト　ボック
You     are    certainly        very      knowing.
ユー　アー　シャテンレ　ウエレ　ノーイン　　　 




of      the      moon 　   take    the     air         in     the    air
ヲフ　スイ　ムーン　　テキ　スイ　アヤ　　イン  ズイ  アヤ 





I         have      not        seen   him.
アイ　ハーノ　ノッタ　シー    ヒム
　『英米対話捷径』の特徴の一つに発音表記の不統一があるが、上記の例はいずれも同じ語に
















bird ビルト ビルト （ボヘル）
church　 チュルツ チェルツ　 チョチ
daughter ドートル ダウルト　 ダーク
fair ヘール ヘール　 フハヤ
father ハードル ハードル フワサ（サバ）
five ハイフ　 ハイフ　 フハイ
four フール　 フール　 フヲワ
good グート　 グート　 グーリ
hair ヘール ヘール （ハヤ）
head ヘート ヘート ヘデ
hot ホット ホット ハータ
hundred ヒュンドルト ヒュンドルト　 ハンヅレ
mother モードル 　 モードル モーザ（マザ）
sun シュン シュン シャン
that ダット ダット ザヤタ
water ゥワトル　　　 ワ（ウァ）ー トル　 （ワタ）
east イースト　 イースト 　 イースト（イイシツ）　
west ヱスト　 ヱスト　 ウエスト（ウヱシツ）
north ノルス　 ノルス　 ノース（キウス）
south ソウス　 ソウス　 ソース（シアウス）
land レント　国　 ラント　国　 （ラアン　山）　
（ cf. ランデ　ラン　山　遠藤高璟『時規物語』）
America　 ヱメリケ　 ヱメリケ　 （メリケ）
English　 ヱニギリス　 ヱンギリス 　 エンゲリス
England　 ヱンキレント　 ヱンキレント　 （インギラン）
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注）本稿は、 2011 年 10 月 30 日に開催された国際行動学会第 8 回年次大会・立教大学英語教育研
究所合同イベントとして行った公開講演会「日本人と英語―黒船と漂流民の物語に見る異文
化との遭遇」の講演内容を加筆し、論文としてまとめたものである。
